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は現在、防府市の農業大
学校で黒毛和牛の繁殖に

ついての勉強をしています。そ
して、今年、農業大学校を卒業し
たら、このふるさとの地に戻っ
てきて、自ら繁殖牛の経営をし

　皆さんもいろいろな夢をもっ
て学校や会社などに行っている
と思いますが、自分の夢をあき
らめずに最後まで貫き通してく

１
月
２
日
に
成
人
式

今
年
か
ら
開
催
日
を
統
一

　

昨
年
の
成
人
式
は
、
合
併
前
の

市
町
村
の
地
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
見

島
地
区
を
除
く
市
全
域
で
開
催
日

を
統
一
し
、
田
万
川
・
須
佐
地
域

と
、
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・

福
栄
地
域
の
２
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
１
月
２
日
の
成
人
式
は
今

年
県
内
で
開
催
さ
れ
る
中
で
一
番

早
い
開
催
で
す
。

　

式
典
で
は
、
野
村
市
長
が
「
こ

の
成
人
の
機
会
に
、
萩
の
歴
史
を

も
う
一
度
ひ
も
と
い
て
、
萩
の
地

で
学
ん
だ
先
達
の
業
績
を
学
ん
で

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多

く
萩
に
残
っ
て
萩
の
再
生
の
た
め

に
皆
さ
ん
の
知
恵
と
若
い
力
を
発

揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
村
建
夫
衆
議
院
議
員

が
「
萩
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に

大
き
な
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
前

途
洋
々
た
る
人
生
に
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
田
万
川
・
須
佐
地
域
は
、
対
象

者
が
77
人
で
、51
人
（
男
性
30
人
、

女
性
21
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
新
成
人
代
表
の
吉
岡

辰
夫
さ
ん
（
弥
富
下
）、
岩
崎
由

佳
さ
ん
（
江
崎
）
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
続
い
て
、
岩
崎
裕ひ
ろ
み
つ
光
さ
ん

（
下
田
万
）、
内
山
智
恵
さ
ん
（
須

佐
）
が
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
述

べ
、
そ
の
後
、
青
年
の
主
張
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福

栄
地
域
は
、
対
象
者
が
５
５
０
人

で
、４
６
０
人
（
男
性
２
３
２
人
、

女
性
２
２
８
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

市
長
か
ら
新
成
人
代
表
の
藤
本

将ま
さ
き貴

さ
ん
（
明
木
）、
蒲
佑
里
子

さ
ん
（
吉
部
下
）
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
続
い
て
、
厚こ
と
う東

志し
も
ん門

さ
ん

（
川
上
）、
守
永
明
菜
さ
ん
（
平
安

古
町
）
が
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
、
そ
の
後
、
青
年
の
主
張
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
地
域
ご
と
に

記
念
写
真
を
撮
影
し
、
青
年
団
体

の
皆
さ
ん
が
新
成
人
を
も
て
な
す

た
め
に
「
は
た
ち
の
広
場
」
を
開

催
。
昨
年
11
月
に
市
の
花
に
制
定

さ
れ
た
ツ
バ
キ
と
ハ
ギ
の
記
念
植

樹
が
市
民
館
横
（
西
側
）
の
花
壇

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
が
思
い
思
い
の
夢
を
書
い
た
紙

風
船
を
、
新
春
の
大
空
に
飛
ば
し

ま
し
た
。

青年の主張

１
月
２
日
、
須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー
と
市
民
館
で
成
人
式
を
開
催
し
、
両
会
場
合
わ
せ
て
新
成
人

５
１
１
人
（
男
性
２
６
２
人
、
女
性
２
４
９
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
の
該
当
者

は
６
２
７
人
（
平
成
18
年
12
月
22
日
現
在
）
で
、
昨
年
に
比
べ
77
人
減
少
し
ま
し
た
。
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今、私は地元萩で働いてい
ます。社会人になり、学

生の頃とは全く違う日々を過し
ています。
　新成人となった私の目標は、
自分の更なる成長と、地域行
事やイベントに参加し、ボラン
ティア活動を通して、地域の文
化・教育や経済の発展に少しで
も貢献したいことです。皆さん
も若い有り余るエネルギーを萩
のために使ってみませんか。

（河添　会社員）
齋藤　美幸さん

私は大学に入学してからの
出会いを大切にしたいと

思っています。人は互いの協力
なしでは生きていけない生き物
です。だからこそ、より多くの
良い出会いを経験していきたい
と思います。
　この20年間、数々の出会い
がありましたが、この出会いを
大切にし、これからは相手のこ
とも考えて、良い付き合いをさ
せていただきたいと思います。

（福井下　大学生）
古谷　亮輔さん

大人になるということは
「人間として生きるため

の正しい選択をできる人」のこ
とだと思います。正しい選択は
子どもでもできますが、その選
択が社会まで動かす力を持つの
はこれからの私たちです。
　私たちは今、無数の可能性を
託されています。私は生まれ
育った町がより良く発展してい
くように努めていきたいと思い
ます。

（上小川西分　大学生）
上杉　幸

ゆきえ

恵さん

私は現在、防府市の農業大
学校で黒毛和牛の繁殖に

ついての勉強をしています。そ
して、今年、農業大学校を卒業し
たら、このふるさとの地に戻っ
てきて、自ら繁殖牛の経営をし
ようと考えています。
　皆さんもいろいろな夢をもっ
て学校や会社などに行っている
と思いますが、自分の夢をあき
らめずに最後まで貫き通してく
ださい。

（須佐　大学生）
嶽
だけ

　忠
ただひろ

洋さん

青年の主張

　

昨
年
の
成
人
式
は
、元
日
む
つ

み
、２
日
福
栄
、３
日
田
万
川
、８

日
萩
・
川
上
そ
し
て
お
盆
に
須
佐
、

旭
、
見
島
で
開
催
。
何
と
か
統
合

で
き
な
い
か
と
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

や
各
地
域
の
協
議
を
重
ね
て
き
た

と
こ
ろ
、
年
末
年
始
は
、
他
地
へ

就
職
・
進
学
し
た
成
人
も
帰
省
す

る
の
で
、
三
が
日
で
あ
れ
ば
参
加

し
や
す
い
と
の
意
見
が
多
数
。

　

各
地
域
で
の
長
年
の
慣
行
を
変

更
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
、
結
果

と
し
て
新
年
の
２
日
に
午
前
・
須

佐
文
化
セ
ン
タ
ー
、
午
後
・
萩
市

民
館
で
の
開
催
に
統
一
す
る
こ
と

に
決
定
。
美
容
院
や
着
物
関
係
の

方
々
に
は
大
変
な
負
担
を
お
か
け

し
た
。
御
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し

た
い
。

　

会
場
に
集
う
５
１
１
名
の
新
成

人
の
輝
か
し
い
姿
を
見
て
、
感
慨

は
ひ
と
し
お
。
青
雲
の
志
を
抱
い

て
故
郷
を
離
れ
、
雄
飛
す
る
も
大

い
に
よ
し
。
し
か
し
一
人
で
も
多

く
が
、
こ
の
萩
の
地
に
残
り
、
ま

た
萩
の
地
に
帰
り
次
代
の
故
郷
を

担
う
若
者
と
し
て
活
躍
し
て
欲
し

い
と
思
う
の
は
、
年
輩
者
の
共
通

の
気
持
ち
で
は
な
か
ろ
う
か
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.21

萩 会 場 須 佐 会 場
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集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み
状
況

集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み
状
況

　

こ
の
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
全
農
家
を
対
象

に
し
て
き
た
品
目
ご
と
の
価
格
政
策
を
見
直

し
、
対
象
を
一
定
の
規
模
・
要
件
を
満
た
し

た
意
欲
と
能
力
の
あ
る
「
担
い
手
」
に
限
定

し
て
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
担
い
手
は
、
認
定
農
業
者
お

よ
び
特
定
農
業
団
体
ま
た
は
特
定
農
業
団
体

と
同
様
の
要
件
を
満
た
す
組
織
で
、
一
定
規

模
以
上
の
水
田
作
経
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
本
対
策

の
対
象
と
な
る
特
定
農
業
団
体
等
の
設
立
に

つ
い
て
関
係
団
体
と
と
も
に
支
援
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
に
加
え

高
齢
化
・
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
萩
の
農
業

に
お
い
て
、
集
落
営
農
を
推
進
す
る
こ
と
は

生
産
経
費
を
抑
え
る
意
味
で
重
要
な
対
策
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、集
落
営
農
が
で
き
な
い
地
域
で
は
、

近
隣
の
集
落
営
農
組
織
と
の
共
同
や
農
業
公

社
等
の
農
作
業
受
託
組
織
へ
の
作
業
委
託
を

推
し
進
め
な
が
ら
、
遊
休
農
地
の
発
生
を
防

止
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
５
２
・
５
０
３
５
）

地　区 組　織　名

萩
木間 木間地区営農組合
三見 三見中央営農組合
大井 羽賀

川 上 川上全域

田
万
川

小川
16区
18区
千人塚営農生産組合

江崎 平原・須
す さ ぢ

佐地

小川 小川の郷(18年3月)

む
つ
み

高俣 岸
ぎ し だ か

高稲作等集団栽培組合

吉部

野田・大光寺営農生産組合

二
に た ん だ

反田・殿川
むつみの里えかろうがの営農
生産組合

高俣 金
かんだに

谷営農生産組合(16年4月)

吉部 むつみ営農生産組合(16年12月)
須
佐

弥富
弥富５区農業生産組合
弥富13区

旭

明木 蔵屋
佐々並 長小野集落営農センター

明木 下
し も よ こ せ

横瀬営農生産組合(18年5月)

佐々並
おおじもフォーム(18年3月)
ファームランド高津(18年12月)

福
栄

福川 鶴ケ谷・平蕨

紫福

奥畑
畑・永井
平原営農組合
横貝
長尾営農組合
11農区

野田・大光寺営農生産組合（むつみ） 平蕨共同生産組合（紫福）

特定農業団体等の設立状況
（昨年12月末現在）

◦３月末までに設立予定（23 団体）
◦　　　は設立済み（６団体）

地　区 組　織　名
む
つ
み

高俣
（農）小国ファーム

（農）こぶし

福
栄

福川
（農）羽賀台共同生産組合

（農）長沢台生産組合

紫福 （農）平蕨
わらび

共同生産組合

◦農業生産法人（５団体）

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
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（
国
指
定
史
跡
）

萩
反
射
炉

■
と
き　

２
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ　
「
日
本
の
近
代
化
の

世
界
的
価
値
を
考
え
る
〜
山
口
・

九
州
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
〜
」

基
調
講
演

【
講
師
】

◦
ニ
ー
ル
・
コ
ソ
ン
卿

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ

（
史
跡
保
護
団
体
）
会
長

◦
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ス
ミ
ス
氏

国
際
産
業
遺
産
保
存
委
員
会
事
務

局
長

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「（
仮
）
山
口
・
九
州
の
産
業
遺
産

群
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
に

つ
い
て
」

■
主
催　

世
界
遺
産
萩
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

市
で
は
、
昨
年
11
月
に
九
州
５
県
や
山
口
県
、
関
係
市
と
共
同
で
「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
を
世
界
文
化
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
へ
追

加
す
る
た
め
、
文
化
庁
に
提
案
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
遺
産
群
に
含
ま
れ

る
13
件
の
文
化
財
の
中
に
は
「
萩
反
射
炉
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
学
術
的
・
世
界
的
価
値
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
保
存
活
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、国
内
外
の
第
一
人
者
を
招
い
て「
世
界
遺
産

萩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

九
州
・
山
口
の
近
代
化

産
業
遺
産
群

【
提
案
ま
で
の
経
緯
】

　

近
年
、
我
が
国
で
は
幕
末
期
以

降
の
産
業
遺
産
に
関
す
る
認
識
が

深
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
明

治
維
新
お
よ
び
そ
の
後
の
殖
産
興

業
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
萩

と
九
州
各
地
に
は
、
我
が
国
の
産

業
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
貴

重
な
遺
産
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
海
外
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
昨
年
10
月

24
日
か
ら
27
日
ま
で
、
九
州
・
山

口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
保
存

に
向
け
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ス
ミ

ス
氏
を
含
む
専
門
家
を
招
き
、
各

地
の
遺
産
調
査
を
行
い
、
31
日
に

は
東
京
都
内
で
九
州
・
山
口
の
近

代
化
産
業
遺
産
群
の
保
存
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
近
代
化
産
業
遺
産

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
反
射
炉
に
つ
い
て
ス
ミ
ス
氏

は
「
日
本
の
近
代
化
と
い
う
面
か

ら
、
近
代
技
術
の
象
徴
と
し
て
欠

か
せ
な
い
遺
産
だ
と
思
う
」
と
述

べ
ら
れ
、
遺
産
群
が
世
界
遺
産
の

有
力
な
候
補
と
の
見
解
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

【
遺
産
群
の
概
要
】

　

近
世
末
か
ら
近
代
初
頭
に
お
け

る
日
本
の
工
業
化
・
近
代
化
は
、

西
洋
技
術
の
導
入
か
ら
極
め
て
短

遺産群に含まれる文化財
萩反射炉 萩市

東田第一高炉跡 福岡県北九州市

三井石炭鉱業株式会社
三池炭鉱宮原坑施設

福岡県
大牟田市

旧高取家住宅 佐賀県唐津市

旧グラバー住宅

長崎県長崎市
小菅修船場

北渓井坑跡

端島炭鉱（通称・軍艦島）

三角旧港（三角西港）施設 熊本県宇城市

三井石炭鉱業株式会社
三池炭鉱旧万田坑施設 熊本県荒尾市

旧集成館
鹿児島県
鹿児島市旧集成館機械工場

旧鹿児島紡績所技師館

　椿東前小畑地区の丘陵上にあります。
　萩反射炉は、西洋式の強力な大砲を鋳造する
ために導入されました。現存するのは煙突部分
で、地下に金属溶解炉があったと推定されます
が、詳細は不明です。1850 年代後半頃に築造
されたと推定されており、高さは 11.5 ｍあり
ます。
　近世の反射炉で日本に現存するのは、静岡県
の韮

にらやま

山と萩の２基だけ。我が国の産業史上、貴
重な遺跡であり、萩藩の幕末における軍備充実
の熱意がうかがえます。

萩
反
射
炉 ２

月

３
日

期
間
で
他
の
非
西
欧
諸
国
に
類
例

を
見
な
い
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ

て
お
り
、
国
内
外
の
研
究
者
か
ら

世
界
史
上
の
奇
跡
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
と
九
州
は
、
そ
う
し
た
日

本
の
近
代
化
の
主
導
的
な
役
割
を

担
う
と
と
も
に
、
日
本
の
経
済
発

展
を
支
え
た
基
幹
産
業
で
あ
る
製

鉄
・
造
船
・
石
炭
・
紡
績
な
ど
の
産

業
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
産
業
遺
産
群
に
は
特
異
な
価

値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
国
指
定
史
跡
）

世
界
遺
産

萩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
の
近
代
化
の
世
界
的
価
値
を
考
え
る
」
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①ふるさと回帰支援情報の発信
　不動産情報の広域発信、住宅建築等の情報発信等
②情報格差の是正について
　通信事業者への高速通信回線敷設のための助成等

　５期目を向かえた「21はぎ市民会議」は、地域の特色
を活かした個性ある地域づくりやこれからの主要課題に
ついて、市民の皆さんが中心となって考え、主体となっ
て行うまちづくりを推進するために昨年５月に発足しま
した。従来の８部会に加え、今年度新たに農業部会を設
置し、市民主導で実現可能な提案やアイデア、テーマを市
民の視点・立場から調査・検討を重ね、昨年12月19日、
市民館での報告会で市へ提言を行いました。

生活部会長

生活部会
弱者にやさしいまちづくり
　市の相談窓口の一本化

藤井一美さん

①地域における児童クラブについて
　保護者負担金の助成等
②児童館と児童遊園・公園の利用について
　行政・地区住民・利用者等が一体となった管理・運営
③地域性をいかした交流の場について
　市民同士がふれあえる拠点づくりの整備

①地域における児童クラブについて
　保護者負担金の助成等
②児童館と児童遊園・公園の利用について
　行政・地区住民・利用者等が一体となった管理・運営
③地域性をいかした交流の場について
　市民同士がふれあえる拠点づくりの整備

福祉部会長

福祉部会

加藤善隆さん

①積極的な担い手募集について
　新規就農、農業体験等の継続的支援等
②新規学卒者の確保について
　農大生に対する本市の就農説明の強化・充実

農業部会長

農業部会
①積極的な担い手募集について
　新規就農、農業体験等の継続的支援等
②新規学卒者の確保について
　農大生に対する本市の就農説明の強化・充実

野村大悟さん

①宿泊施設及び飲食施設の商品力の強化
　観光客への大々的なアンケートの実施等
②伝統建築物観光とグリーンツーリズム
　市内３ヵ所の伝建地区を結ぶ観光歩道の整備等
③萩フィッシングパーク構想
　萩の魚をいかしたアウトドアレジャー施設の整備
④長門峡の４つの自然観察道の整備の必要性
　自然観察道を長門峡に整備

観光部会長

観光部会

奈良信和さん

①宿泊施設及び飲食施設の商品力の強化
　観光客への大々的なアンケートの実施等
②伝統建築物観光とグリーンツーリズム
　市内３か所の伝建地区を結ぶ観光歩道の整備等
③萩フィッシングパーク構想
　萩の魚をいかしたアウトドアレジャー施設の整備
④長門峡の４つの自然観察道の整備の必要性
　自然観察道を長門峡に整備

萩市にふさわしい教育環境の創出
　家庭、学校、地域が一体となった子育て宣言

教育部会長

教育部会
萩市にふさわしい教育環境の創出
　家庭、学校、地域が一体となった子育て宣言

吉見明芳さん

21 はぎ市民会議会長
情報部会長

情報部会
①ふるさと回帰支援情報の発信
　不動産情報の広域発信、住宅建築等の情報発信等
②情報格差の是正について
　通信事業者への高速通信回線敷設のための助成等

岩崎喜一郎さん

①エコショップ協力店推進制度の継続
　３年目を迎えたエコショップ推薦制度の継続
②産廃処理場建設の萩市の対応
　全市的な産廃処理場建設反対運動の実施
③ＥＭの水質浄化の効果
　ＥＭの効果の調査・公表
④温室効果ガス削減
　「地球にやさしい行動」モニターの再募集（H15に実施済）

環境部会長

環境部会

堀洋太郎さん

①エコショップ協力店推進制度の継続
　３年目を迎えたエコショップ推薦制度の継続
②産廃処理場建設の萩市の対応
　全市的な産廃処理場建設反対運動の実施
③ＥＭの水質浄化の効果
　ＥＭ（有用微生物群）の効果の調査・公表
④温室効果ガス削減
　「地球にやさしい行動」モニターの再募集（H15に実施済）

産業部会長

産業部会
①ベンチャー企業支援策
　ベンチャーファンドの設立等
②観光・物産（中核）センター（仮称）の設立
　観光商業施設を市の中心区画に整備

吉井貞夫さん

プレーパークの設置・運営・市民組織について
　プレーパーク検討委員会の設置等

プレーパーク部会長

プレーパーク部会

白上由紀江さん

プレーパークの設置・運営・市民組織について
　プレーパーク検討委員会の設置等
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昨
年
12
月
26
日
、
福
栄
地
域
環

境
衛
生
推
進
協
議
会
、
羽
賀
台
生

産
組
合
、大
井
地
区
連
絡
協
議
会
、

前
小
畑
一
区
町
内
会
、
萩
市
環
境

衛
生
推
進
協
議
会
、
21
は
ぎ
市
民

会
議
の
市
内
６
団
体
が
、
福
栄
地

域
の
黒
川
羽
賀
台
地
区
の
ゴ
ル
フ

場
予
定
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
反

対
の
陳
情
書
等
を
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

陳
情
書
等
に
は
、
建
設
反
対
の

理
由
と
し
て
「
産
廃
処
分
場
建
設

計
画
地
に
は
集
落
や
田
畑
が
近
接

し
て
お
り
、
地
下
水
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
」「
取
得
し
た
用
地

を
ゴ
ル
フ
場
以
外
の
用
途
に
供
し

て
は
な
ら
な
い
と
の
協
定
に
反
し

て
お
り
、
容
認
で
き
る
も
の
で
は

な
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
、
６
団
体
は
、
市
長
へ
の

陳
情
前
に
、「
萩
・
福
栄 

水
と
命

を
守
る
会
」
を
結
成
し
、
今
後
、

建
設
反
対
の
署
名
活
動
や
山
口
県

へ
の
陳
情
、
市
内
各
団
体
へ
の
参

加
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
28
日
に
は
、
黒
川
地
区
の

県
道
沿
い
に
産
廃
処
分
場
建
設
反

対
の
看
板
を
設
置
し
、
署
名
運
動

も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

平
成
２
年
２
月
、
旧
福
栄
村
で

は
萩
ゴ
ル
フ
観
光
株
式
会
社
と
羽

賀
台
に
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
す
る
た

め
の
開
発
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
一
昨
年
か
ら
ゴ
ル

フ
場
計
画
地
に
管
理
型
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
（
埋
立
容
量

１
５
０
万
９
０
０
０
㎥
、
大
井
不

燃
物
埋
立
処
分
場
の
約
10
倍
）
を

建
設
す
る
動
き
が
あ
り
、
詳
細
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
開
発
業

者
は
山
口
県
産
業
廃
棄
物
適
正
処

理
要
綱
第
７
条
に
基
づ
く
事
前
協

議
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

福
栄
地
域
の
産
廃
処
分
場
計
画

６
団
体
が「
建
設
反
対
」を
市
長
に
陳
情

　

こ
の
問
題
は
、
一
昨
年
、
昨
年

の
萩
市
議
会
に
お
い
て
も
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
昨
年
の
12

月
定
例
会
で
「
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
設
置
に
反
対
す
る
決
議

案
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
問
題
点

　

福
栄
・
羽
賀
台
地
区
へ
の
産
廃

処
分
場
建
設
は
、
市
と
し
て
次
の

よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

① 

平
成
２
年
に
ゴ
ル
フ
場
開
発

業
者
と
旧
福
栄
村
が
締
結（
萩
市

が
継
承
）し
た「
ゴ
ル
フ
場
の
建
設

に
関
す
る
開
発
協
定
書
」第
６
条

で
、当
該
開
発
業
者
は
、「
取
得
等

し
た
用
地
を
ゴ
ル
フ
場
以
外
の
用

途
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」と
規

定
し
て
あ
り
、
信
義
則
違
反
と
な

る
。

② 
市
で
は
、
計
画
地
に
最
も
近

い
大
井
羽
賀
地
区
に
地
下
水
を
水

源
と
す
る
飲
料
水
供
給
施
設
を

平
成
９
年
に
設
置
。
現
在
、
近

△産廃処分場建設計画地

大島

肥島 

羽島 

大井 

長門大井 
紫福 

福井 

東萩 

松陰神社

越ヶ浜 

玉江 

萩市役所

福栄総合事務所

接
の
大
井
本
郷
等
の
地
区
に
も
、

三み
あ
げ
ど

明
戸
か
ら
の
湧
水
を
水
源
と
し

た
簡
易
水
道
整
備
を
進
め
て
お

り
、
飲
料
水
へ
の
影
響
に
不
安
が

あ
る
。

③ 

計
画
の
場
所
は
、
市
街
地
に

近
く
、
国
道
１
９
１
号
、
２
６
２

号
、
県
道
萩
篠
生
線
等
を
利
用
し

て
全
国
か
ら
大
量
の
廃
棄
物
が
持

ち
込
ま
れ
、
都
市
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
・
観
光
導
線
へ
の
影
響
な

ど
観
光
都
市
萩
へ
の
影
響
が
大
き

く
な
る
。

④ 

最
終
処
分
場
を
民
間
が
設
置

し
管
理
す
る
と
、
廃
水
処
理
お
よ

び
地
下
水
へ
の
浸
出
問
題
が
発
生

し
た
場
合
や
事
業
を
閉
鎖
し
た
場

合
等
、
将
来
的
に
適
正
な
維
持
管

理
が
で
き
る
か
不
安
が
あ
る
。

◆
こ
の
件
に
つ
い
て
新
た
な
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
環
境
衛
生
課

（
２
５
・
３
１
４
６
）、ま
た
は
福
栄

総
合
事
務
所
市
民
生
活
課（
５
２
・

０
１
４
７
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

△位置図

建設計画地

△陳情書を受けとる野村市長
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県
の
救
急
医
療
体
制

　

山
口
県
は
、
救
急
医
療
の
需
要

が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
中
、
不
測
の
事
故
や
急
病
等
の

傷
病
者
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
①
入
院

を
必
要
と
し
な
い
軽
症
の
患
者
を

受
け
入
れ
る
「
初
期
救
急
医
療
体

⑱

萩
市
民
病
院  　

２
５
・
１
２
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

救
急
医
療
に
つ
い
て制

」、
②
入
院
医
療
を
必
要
と
す

る
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
「
二

次
救
急
医
療
体
制
」、
③
二
次
救

急
医
療
機
関
で
は
対
応
で
き
な
い

複
数
の
診
療
科
領
域
に
わ
た
る
重

篤
な
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る

「
三
次
救
急
医
療
体
制
」
に
区
分

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
・
充
実

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
８
つ
の
二
次
医
療
圏

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
萩
市
と
阿
武

町
で
構
成
さ
れ
る
萩
保
健
医
療
圏

で
は
、在
宅
当
番
医
制
に
よ
る「
初

期
救
急
」
と
、
病
院
群
輪
番
制
に

よ
る
「
二
次
救
急
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

市
民
病
院
に
お
け
る

救
急
の
現
状

　

萩
市
民
病
院
の
平
成
17
年
度
実

績
を
も
と
に
お
話
し
し
ま
す
と
、

救
急
車
で
搬
入
さ
れ
た
患
者
数
が

５
８
１
人
。
こ
の
う
ち
２
９
６
人

の
方
が
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
年
間

の
入
院
患
者
数
が
１
８
５
２
人

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
う
ち
16
％
も

の
方
が
救
急
車
で
来
院
後
に
入
院

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
入
院
と
な
っ
た
方
の
う
ち

２
０
８
人
（
70
％
）
は
病
状
が
軽

快
し
、
ご
自
宅
へ
帰
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
冬
場
の

11
月
か
ら
2
月
ま
で
の
4
か
月
間

は
救
急
死
亡
率
が
高
く
、
特
に
脳

血
管
疾
患
を
含
む
循
環
器
疾
患
が

50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他

は
急
性
呼
吸
不
全
、（
餅
な
ど
食

物
に
よ
る
）
窒
息
、
交
通
事
故
が

原
因
で
す
。

市
民
病
院
の
救
急
体
制

　

市
民
病
院
が
二
次
救
急
の
輪
番

日
に
当
た
っ
て
い
る
と
き
は
、
15

人
の
常
勤
医
師
の
う
ち
内
科
系
・

外
科
系
各
1
人
の
当
直
医
師
と
当

直
看
護
師
等
を
配
置
し
、
さ
ら
に

緊
急
の
手
術
・
処
置
・
検
査
等
を

行
う
た
め
に
職
員
を
呼
び
出
す
体

制
と
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
二
次
救
急
だ
け
で
な

副院長：中村 丘
たかし

専門：外科

く
、
初
期
救
急
を
併
せ
て
担
当
す

る
日
に
は
、
救
急
車
に
よ
り
6
〜

7
人
搬
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

だ
け
で
な
く
、
１
０
０
人
く
ら
い

の
方
が
来
院
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

救
急
ス
タ
ッ
フ
一
同
全
力
で
診

療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
救
急

外
来
は
「
救
命
を
最
優
先
」
す
る

た
め
、
緊
急
度
・
重
症
度
の
高
い

方
か
ら
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
限

度
を
超
え
て
救
急
車
に
よ
る
搬
入

が
重
な
っ
た
り
、
診
療
内
容
に

よ
っ
て
他
院
へ
紹
介
す
る
必
要
が

生
じ
た
り
し
た
と
き
は
転
院
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
是

非
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

寒
い
日
が
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま

す
。か
か
り
つ
け
医
に
受
診
さ
れ
、

よ
く
ご
相
談
い
た
だ
く
な
ど
、
日

頃
か
ら
健
康
管
理
に
努
め
て
い
た

だ
く
よ
う
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

冬
場
は
緊
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
じ
ゅ
う
と
く篤

な
病
気
等
が
増
加
し
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
常
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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萩
の
農
林
水
産
物
加
工
・
販
売
所

市
内
に
あ
る
農
林
水
産
物
加
工
・
販
売
所
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

道の駅「萩しーまーと」
■ところ　国道 191 号と県道萩川上線交差点
　から至近（前小畑）
■特　色　
　平成 13 年４月オープン。年間利用者数は、
中国地方の約 80 か所の道の駅で第１位（中国
地方整備局 2006 年集計）。鮮魚市場で購入し
た魚貝を館内レストランに持ち込んで好きな料
理法で楽しめる「勝手御膳」は、全国道の駅で
唯一のサービス。昨年 11 月には県内初となる、
農水一体のまるごと地産・地消推進拠点になり
ました。営業時間は午前９時 30 分〜午後６時。

道の駅「萩往還公園」
■ところ　主要地方道萩・秋芳線（萩有料道路）
　沿いの料金所近く
■特　色　
　江戸時代、藩主の参勤交代や庶民の連絡路と
して多くの人が通った「萩往還」。歴史深いそ
の道に隣接し、敷地内に「松陰記念館」がある
ほか、維新志士たちの群像が立ち並び迎えます。
営業は、午前９時〜午後５時。

佐
々
並
の
町
並
み

　

佐
々
並
は
萩
藩
の
御お
な
り
み
ち

成
道
で
あ
っ
た
「
萩

往
還
（
国
指
定
史
跡
）」
沿
い
に
あ
り
、
江

戸
時
代
に
は
藩
主
の
参
勤
交
代
や
往
還
を
行

き
来
す
る
人
々
の
半
農
宿
場
町
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。

　

こ
の
町
並
み
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和

時
代
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
民
家
が
建
ち
並

び
、
そ
の
赤
瓦
の
屋
根
が
周
囲
の
田
や
山
々

の
緑
に
美
し
く
映
え
る
景
観
は
、
誰
も
が
知

る
こ
の
町
の
お
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
「
町
並
み
」
を
残
し
て
い
こ
う
と
の

声
か
ら
、
平
成
17
年
12
月
に
「
佐
々
並
町
並

み
保
存
準
備
会
」
を
設
立
後
、「
萩
往
還
佐
々

並
宿
町
並
み
保
存
会
」
を
立
ち
上
げ
、
様
々

な
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
は
、
こ
の
往
還
と
美
し

い
町
並
み
景
観
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
に
、

ど
の
よ
う
な
歴
史
的
景
観
資
源
が
残
さ
れ
て

い
る
か
を
拾
い
出
す
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
対
策
調
査
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
町
並
み
の
周
囲
に
は
自
然
石

で
組
ま
れ
た
美
し
い
棚
田
と
そ
の
遺
構
が
数

多
く
発
見
さ
れ
、
そ
の
棚
田
に
水
を
供
給
す

る
石
積
み
水
路
が
網
の
目
の
よ
う
に
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
ら
が
佐
々

並
の
新
た
な
お
た
か
ら
と
し
て
加
わ
り
ま
し

た
。

旭

大正期の佐々並の町並み【兼常富士夫氏提供】

自然石で組まれた棚田の石垣と水路

赤
瓦
の
町
並
み
と

棚
田
の
石
垣
・
石
積
み
水
路

1月3日、新年の福をつかむ「フク鍋」に長蛇の列
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成人おめでとう！
萩
地
域

記念写真

萩
地
域
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成人おめでとう！記念写真

旭
地
域

川
上
地
域

福
栄
地
域

む
つ
み
地
域
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地　域 男性 女性 計
萩（見島地区を除く） 237 244 481

川　上 7 9 16
田万川 26 18 44
むつみ 7 5 12
須　佐 14 19 33
旭 10 10 20
福　栄 11 10 21
計 312 315 627

平成18年12月22日現在

平成19年　成人式該当者数

地　域 男性 女性 計
萩 198 203 401
川　上 6 8 14
田万川 20 14 34
むつみ 10 5 15
須　佐 10 7 17
旭 7 5 12
福　栄 11 7 18
計 262 249 511

平成19年　成人式出席者数

田
万
川
地
域

須
佐
地
域

成人おめでとう！記念写真
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ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ

　

第
86
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開

催
さ
れ
、
山
口
県
代
表
萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部

が
５
年
連
続
12
回
目
の
出
場
を
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
、
12
月
28
日
、
南
北
海
道
代
表

の
札
幌
山
の
手
高
校
と
対
戦
し
、
６
つ
の
ト

ラ
イ
を
奪
う
な
ど
自
慢
の
継
続
ラ
グ
ビ
ー
を

展
開
し
、
34
︲
０
と
圧
勝
し
ま
し
た
。

　

２
回
戦
は
、
30
日
、
秋
田
県
代
表
の
シ
ー

ド
校
の
秋
田
高
校
と
対
戦
。
後
半
逆
転
し
た

も
の
の
再
逆
転
を
許
し
12
︲
19
と
惜
敗
。「
悔

し
い
け
ど
、
内
容
で
は
シ
ー
ド
校
に
負
け
て

な
か
っ
た
」
と
浦
田
信
幸
主
将
。
試
合
終
了

ま
で
必
死
に
ボ
ー
ル
を
繋
ぐ
、
あ
き
ら
め
な

い
ラ
グ
ビ
ー
を
大
舞
台
で
み
せ
ま
し
た
。

「
次
こ
そ
シ
ー
ド
校
を
倒
す
」

花
と
緑
に
囲
ま
れ
て

　

12
月
14
日
、
椿
東
の
斎
場
「
萩
や
す
ら
ぎ

苑
」
に
、
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
６
本
が
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。
萩
や
す
ら
ぎ
苑
・
は
な
委
員
会（
会

長
：
三
村
卓
治
）
が
寄
贈
。

　

委
員
会
は
、
斎
場
を
花
と
緑
で
囲
ま
れ
た

美
し
い
環
境
に
整
え
る
た
め
に
、
一
昨
年
２

月
斎
場
内
に
「
浄
財
箱
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

花
や
木
を
植
え
る
活
動
を
利
用
者
に
協
力
し

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
、
今
回
の
植
樹

は
、
そ
の
善
意
の
一
部
を
充
て
ま
し
た
。
設

置
か
ら
昨
年
３
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
浄
財

は
７
万
７
１
０
５
円
で
し
た
。

　
「
人
生
終
焉
の
場
を
、
花
と
緑
で
囲
ま
れ

た
環
境
に
し
た
い
」
と
三
村
会
長
。
２
月
初

旬
に
は
花
が
咲
く
予
定
で
す
。

萩
も
の
し
り

修
士
・
博
士
の
会
設
立

　

12
月
17
日
、「
第
１
回
萩
も
の
し
り
博
士

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
い
に

は
23
人
の
博
士
合
格
者
の
う
ち
19
人
が
出
席

し
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
広
報
マ
ン
と
し

て
「
萩
の
良
さ
」
を
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ

ん
に
宣
伝
す
る
「
ま
ち
か
ど
解
説
員
」
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
博
士
有
志
に
よ
り
「
萩

も
の
し
り
修
士
・
博
士
の
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
萩
も
の
し
り
博
士
検
定
の
修
士
課

程
に
合
格
さ
れ
る
と
自
動
的
に
会
員
と
な
り

ま
す
。
会
費
は
無
料
で
、
検
定
に
登
場
す
る

史
跡
の
見
学
や
郷
土
郷
土
料
理
を
味
わ
う
現

地
研
修
会
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

楽
し
い
現
地
研
修
を
企
画
・
参
加
し
よ
う

　

水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
に
交
付
さ
れ
る

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
受
け
、川
上
・

福
栄
地
域
で
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

▼
市
道
大
藤
荒
谷
線
道
路
舗
装
工
事（
川
上
）

▽
事
業
概
要　

道
路
舗
装（
長
さ
８
５
０
ｍ
）

▽
事
業
費　

９
５
０
万
円（
う
ち
交
付
金

８
３
９
万
９
０
０
０
円
）

▼
平
わ
ら
び
台
活
性
化
交
流
施
設
法
面
保
護

工
事
（
福
栄
）　

▽
事
業
概
要　

大
型
ネ
ッ

ト
付
野
芝
（
１
０
１
５
㎡
）
▽
事
業
費　

４

７
７
万
８
０
０
０
円（
交
付
金
４
５
０
万
円
）

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　

１
月
１
日
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
、
岡
村
邦
弘
さ
ん
に
代
わ
り
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
人
権
に
関
わ
る
相
談
、
生
活
上

の
障
害
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

萩
地
域　

來
島
弘
行　

山
田
（
新
任
）

（
２
２
・
４
５
１
１
）

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
人
権
推
進
室

２
５
・
３
１
３
１
（
内
線
２
８
４
）

新
し
い
人
権
擁
護
委
員

斎
場
に
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
植
樹

秋田高校戦
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竹
炭
で
快
適
生
活

　

12
月
22
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
む

つ
み
園
」（
吉
部
下
）
に
高
俣
地
区
で
竹
炭

の
製
造
を
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
竹
炭
の
里 

環

境
事
業
協
同
組
合
」
か
ら
調
湿
材
「
防
長
竹

炭
」
50
袋
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
炭
は
、
湿
気
や
不
快
臭
な
ど
を
除
去
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。「
空
気
が
変
わ
る
こ

と
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
早
速
、
入

園
者
の
部
屋
の
ベ
ッ
ド
の
下
に
敷
き
詰
め
ら

れ
ま
し
た
。

むつみ

（
右
）
竹
炭
の
郷 

多
々
良
孝
一
理
事
長
と

（
左
）
む
つ
み
園 

柴
崎
保
園
長

年
末
の
大
賑
わ
い

　

12
月
28
日
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
須

佐
駐
車
場
で
年
末
恒
例
と
な
っ
た
須
佐
特
産

「
暮
の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

売
場
に
は
赤
米
の
稲
穂
を
使
っ
た
正
月
飾

り
や
も
ち
、
野
菜
、
花
、
こ
ん
に
ゃ
く
な

ど
須
佐
の
新
鮮
な
特
産
物
が
多
数
並
び
ま
し

た
。

　

例
年
商
品
が
早
く
売
り
切
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
会
場
に
は
販
売
開
始
時
刻
前
か
ら
、
お

目
当
て
の
商
品
を
購
入
し
よ
う
と
首
を
長
く

し
て
待
つ
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

須佐

師
走
を
駆
け
る

旭
駅
伝
大
会

　

12
月
９
日
、
師
走
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

い
る
「
第
26
回
旭
駅
伝
大
会
」
が
小
雨
の
中

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
並
ス
タ
ー
ト
、
明
木
ゴ
ー
ル
の
18
・

４
㎞
、７
区
間
（
小
学
生
10
区
間
）
を
28
チ
ー

ム
、
２
５
２
人
の
選
手
が
、
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が

沿
道
か
ら
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
選
手
た
ち

は
、
そ
の
声
援
を
力
に
か
え
て
、
全
チ
ー
ム

が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

旭

座
禅
で
集
中

〜
気
分
は
一
休
さ
ん
〜

　

12
月
19
日
、
福
栄
武
道
振
興
会
主
催
の
座

禅
会
が
福
井
榎え
の
き
や

屋
の
禅
昌
院
で
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
や
大
人
約
50
人
が
座
禅
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
精
神

統
一
し
て
一
年
を
振
り
返
り
、
ま
た
自
分
を

み
つ
め
、
集
中
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
。

　

寒
さ
の
中
、
裸
足
に
な
り
、
目
を
閉
じ
て

じ
っ
と
座
禅
。
し
か
し
、
時
間
が
経
つ
と
姿

勢
が
乱
れ
始
め
、
警
策
で
ピ
シ
ャ
リ
と
た
た

か
れ
て
い
ま
し
た
。
座
禅
後
は
、
住
職
の
久

光
さ
ん
か
ら
「
静
中
の
工
夫
、動
中
の
工
夫
」

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

福栄
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国
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定

　

川
上
の
山
林
に
は
自
生
の
ユ
ズ
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
中
で
も
遠
と
お
た
に谷
地
区
の
金
山
の
斜

面
に
は
大
小
数
十
本
の
ユ
ズ
が
ナ
ン
テ
ン
と

混
生
し
て
お
り
、
昭
和
16
年
に
「
川
上
の
ユ

ズ
お
よ
び
ナ
ン
テ
ン
の
自
生
地
」
と
し
て
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
ユ
ズ
の
生
育
に
適
し
た
地
形
や
土

壌
を
生
か
し
て
ユ
ズ
栽
培
が
始
ま
り
、
現
在

は
約
10
　

ha
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
産
の
ユ
ズ
を
使
っ
た
ポ
ン
酢
「
ゆ
ず
ぽ

ん
ず
」
が
日
本
果
実
工
業
（
株
）
か
ら
発
売

さ
れ
、
農
協
や
萩
阿
武
川
温
泉
側
の
川
上
農

林
産
物
直
売
施
設
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。「
価
格
は
少
し
高
目
で
す
が
、
味
は
ま

ろ
や
か
で
ユ
ズ
の
香
り
豊
か
で
、
湯
豆
腐
な

ど
に
よ
く
合
う
」
と
好
評
で
す
。

川上

おお

や

じ
や
自
炊
教
室
!!

　

12
月
22
日
、
萩
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
田
万
川
支
部
主
催
の「
男
性
の
料
理
教
室
」

が
田
万
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
15
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ひ
き

肉
す
き
焼
き
と
奈
良
県
の
郷
土
料
理
の
あ
す

か
鍋
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

日
頃
料
理
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
男

性
は
、「
料
理
は
み
ん
な
で
や
る
と
楽
し
く
、

い
い
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
鍋
の
味
付
け
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。
で
き
た
料
理
は
そ
の

日
の
昼
食
と
し
て
、
出
来
栄
え
を
確
か
め
合

い
な
が
ら
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 田万川

萩

萩
駅
ホ
ー
ム
に

ハ
ギ
の
花
を
植
樹

　

12
月
20
日
、
萩
鉄
道
を
愛
す
る
会
（
世
話

人　

冨
山
侃つ
よ
し）
が
萩
駅
ホ
ー
ム
付
近
に
ハ
ギ

の
花
を
植
樹
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
花

と
同
じ
名
前
の
つ
い
て
い
る
駅
め
ぐ
り
を
し

て
い
る
観
光
客
か
ら
、「
萩
駅
に
も
ハ
ギ
の

花
を
植
え
て
み
て
は
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
。

昨
年
11
月
に
は
、
ハ
ギ
の
花
が
市
の
花
に
も

制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
会
で
植
樹
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
ハ
ギ
の
花
は
11
月
頃
に
見
頃

を
迎
え
、
訪
れ
る
市
民
や
観
光
客
の
目
を
引

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

初
セ
リ
!!

　

１
月
５
日
、
山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市

場
に
漁
業
関
係
者
が
集
ま
り
、
田
中
傳
山
口

県
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
が
、「
水

産
都
市
・
萩
が
、
山
口
県
の
漁
業
を
引
っ
張

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
挨
拶
。

　

午
前
３
時
か
ら
の
初
セ
リ
は
、
セ
リ
人
の

威
勢
の
よ
い
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
仲
買
人
が

手
で
値
段
を
示
し
、
次
々
に
落
札
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。「
今
年
１
年
高
値
が
つ
く
こ
と

を
願
い
、
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
す
」
と
、
こ
の
道
20
年
以
上
の
セ
リ
人
の

河
野
さ
ん
。

　

こ
の
日
は
、
萩
の
市
場
に
は
滅
多
に
水
揚

げ
さ
れ
な
い
大
き
さ
（
１
５
２
㎏
）
の
、
見

島
沖
で
と
れ
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
登
場
。
初
セ

リ
が
、更
に
め
で
た
い
門
出
と
な
り
ま
し
た
。 萩

〜
ク
ロ
マ
グ
ロ
も

門
出
を
祝
う
〜

特
産
ユ
ズ
の
ポ
ン
酢



市報HAGI●2007（平成19）年１月15日号 1�

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス　

扇
風
機　

カ
ラ
オ

ケ
ソ
フ
ト　

和
布
団
・
毛
布　

萩
市

史
（
２
、３
巻
）　

そ
う
め
ん
セ
ッ
ト

空
気
清
浄
機　

テ
レ
ビ　

五
月
人
形

洗
濯
機　

エ
レ
キ
ギ
タ
ー　

ス
チ
ー

ム
ク
リ
ー
ナ
ー　

ワ
ゴ
ン　

学
習
机

シ
ャ
ン
デ
リ
ア　

健
康
器
具　

チ
ェ

ス
ト　

椅
子　

ス
キ
ー
板　

座
椅
子

本
棚　

チ
ャ
イ
ル
ド
ド
ア　

掃
除
機

お
し
り
ふ
き
ウ
ォ
ー
マ
ー　

ベ
ビ
ー

モ
ニ
タ
ー　

ベ
ビ
ー
布
団　

子
ど
も

服　

こ
た
つ
テ
ー
ブ
ル　

レ
コ
ー
ド

着
物　

電
動
起
立
補
助
椅
子

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

制
服
・
体
操
服
（
椿
東
小
女
子
、
萩

高
女
子
、
萩
東
中
男
子
、
高
俣
分
校

女
子
）　

登
山
用
の
杖　

机　

冷
蔵

庫　

パ
ソ
コ
ン　

木
製
テ
ー
ブ
ル
・

椅
子　

チ
ェ
キ　

カ
メ
ラ
（
望
遠
）

本　

掃
除
機　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ　

食

器
棚　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

こ
た
つ　

ピ
ア
ノ

大
人
用
三
輪
車　

バ
イ
オ
リ
ン　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　

ベ
ビ
ー
カ
ー

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、ま
ず
広
報
課
（
２
５
・
３
１
７

８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し

た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場

合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
は

　
　
　
　

１
月
末
ま
で
に

　

固
定
資
産
税
に
係
る
償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
期
限
は
１
月
31
日

で
す
。
申
告
書
が
お
手
元
に
届
い

て
い
る
方
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に

税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
、支
所
・

出
張
所
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業

用
償
却
資
産
の
状
況
が
、
前
年
中

と
変
わ
ら
な
い
方
や
、
廃
業
等
さ

れ
た
方
も
、
そ
の
旨
を
記
入
し
、

申
告
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
平
成
18
年
中
に
新
規
に
事

業
を
開
始
さ
れ
た
方
等
、
償
却
資

産
の
申
告
が
必
要
な
方
は
固
定
資

産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課　
　
（
２
５
・
３
５
４
３
）

指
定
工
事
店
の

　
　
　

追
加
・
取
り
消
し

◯
指
定
の
追
加

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
加
わ
り
ま
し

た
。

•
㈲
砂
川
工
業
（
土
原　

２
４
・

５
３
６
６
）

•
太
陽
産
業
㈱
（
山
陽
小
野
田
市

０
８
３
６
・
８
３
・
３
７
３
２
）

◯
指
定
の
取
り
消
し

　

次
の
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し

ま
し
た
。

【
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
お

よ
び
排
水
設
備
指
定
工
事
店
】

•
㈲
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
濁
淵
）

•
㈲
徳
佐
電
設（
阿
東
町
徳
佐
中
）

【
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
】

•
矢
次
等
商
店（
阿
武
町
福
田
下
）

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

ま
た
は
下
水
道
建
設
課
（
２
５
・

４
６
５
１
）

都
市
再
生
整
備
計
画
変
更

（
萩
城
下
町
周
辺
地
区
）
の

公
表

　

市
が
推
進
す
る
「
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
構
想
」の
実
現
に
向
け
て
、

拠
点
整
備
や
歴
史
的
空
間
の
演
出

を
行
い
、
魅
力
あ
る
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
平

成
17
年
３
月
に
作
成
し
た
都
市
再

生
整
備
計
画
（
萩
城
下
町
周
辺
地

区
）
の
事
業
費
な
ど
を
変
更
し
ま

し
た
。

　

都
市
計
画
課
に
計
画
書
を
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
０
４
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
20

歳
に
な
っ
た
ら
ど
な
た
も
公
的
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
な
い
方
は
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
の
保
険
料

と
国
の
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
、
高
齢
者
の
老
後
の
生
活
を

社
会
全
体
で
支
え
合
う
世
代
間
扶

養
が
基
本
的
な
考
え
で
す
。

　

将
来
だ
け
で
な
く
、
若
い
時
か

ら
安
心
で
き
る
生
活
を
送
る
た
め

に
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

行
い
、保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

　

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
学
生
の
方
に
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

将
来
受
給
す
る
年
金
額
が
減
る

ば
か
り
で
な
く
、
突
然
の
事
故
や

病
気
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
の
障

害
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
場
合
の
遺
族
の
方
へ
の

遺
族
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課　
　
（
２
５
・
３
２
３
９
）

寄
付

　

社
団
法
人
萩
青
年
会
議
所
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
現

金
２
０
０
万
円
（
昨
年
８
月
に
開

催
さ
れ
た
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス

萩
公
演
の
収
益
金
の
一
部
）
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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文
具
類
等
の
納
入
業
者

　

市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
注
文

す
る
文
具
な
ど
を
庁
舎
や
各
小
・

中
学
校
等
に
迅
速
に
納
入
で
き
、

市
内
に
本
店
を
構
え
る
業
者
を
募

集
し
ま
す
。申
請
締
め
切
り
後
に
、

該
当
す
る
申
請
業
者
に
対
し
て
、

用
品
ご
と
の
見
積
も
り
の
提
出
を

依
頼
し
ま
す
。

※
納
入
業
者
は
萩
市
の
物
品
調
達

等
に
係
る
指
名
競
争
入
札
参
加
有

資
格
業
者
で
あ
る
こ
と
。

■
申
込
方
法　

１
月
17
日
か
ら
31

日
ま
で
に
、
会
計
課
備
え
付
け
の

申
請
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

会
計
課　
　
（
２
５
・
３
６
７
６
）

山
口
福
祉
文
化
大
学
の

　
　
　
　
　

進
学
奨
学
生

■
対
象
者　

山
口
福
祉
文
化
大
学

に
入
学
見
込
み
で
、
向
学
心
に
富

み
有
能
な
資
質
を
有
し
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
当
該
奨
学
生
の
保
護
者
が
萩
市

に
引
き
続
き
５
年
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

②
他
の
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

■
募
集
予
定
人
員　

１
学
年
５
人

程
度

■
給
付
期
間　

大
学
に
在
学
す
る

期
間
（
た
だ
し
４
年
を
限
度
）

■
給
付
額　

年
額
30
万
円

■
募
集
期
間

【
新
１
年
生
】

•
推
薦
選
抜　

４
月
５
日
ま
で

•
一
般
選
抜　

２
月
９
日
〜
４
月

５
日

•
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利

用　

２
月
９
日
〜
４
月
５
日

【
新
２
年
生
以
上
（
現
萩
国
際
大

学
生
）】　

４
月
２
日
〜
９
日

申
し
込
み

企
画
課
大
学
支
援
推
進
室　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
６
９
）

排
水
設
備
・
生
活
排
水
処

理
施
設
の
新
規
指
定
工
事

店
　

市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
排

水
設
備
工
事
お
よ
び
特
定
地
域
生

活
排
水
事
業
の
生
活
排
水
処
理
施

設
設
置
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
指
定
工
事
店
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
市
の
指
定
が
な
け

れ
ば
排
水
設
備
お
よ
び
生
活
排
水

処
理
施
設
設
置
工
事
が
で
き
ま
せ

ん
。

■
指
定
用
件

◯
排
水
設
備
工
事

•
責
任
技
術
者
が
１
人
以
上
専
属

し
て
い
る

•
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お

よ
び
器
材
を
有
し
て
い
る

•
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る

•
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い

•
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

◯
生
活
排
水
処
理
施
設
設
置
工
事

　

浄
化
槽
工
事
業
に
係
る
山
口
県

知
事
登
録
を
受
け
た
者
で
、
次
の

要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

•
浄
化
槽
設
備
士
が
１
人
以
上
専

属
し
て
い
る

•
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お

よ
び
器
材
を
有
し
て
い
る

•
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る

•
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い

•
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
〜
15
日

申
し
込
み

下
水
道
建
設
課　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
４
６
５
１
）

「
萩
お
も
し
ろ
雑
学
セ
ミ

ナ
ー
」
の
話
し
手

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
話
し
手

に
な
っ
た
り
、
聞
き
手
に
な
っ
た

り
し
て
行
う
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
あ

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、
１
月
31
日
に
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促

料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　
（
２
５
・
３
５
７
５
）

１
月
は
、市
県
民
税
の

　
　

第
４
期
納
期
で
す

●復路
萩国際大学 東萩駅 天樹院入口 玉江駅

1月20日（土）第 1 便 18：55 19：10 19：25 19：35

1月21日（日）
第 1 便 15：20 15：35 15：50 16：00
第 2 便 18：30 18：45 19：00 19：10

●往路
玉江駅 天樹院入口 東萩駅 萩国際大学

1月20日（土）第 1 便 　7：40 7：50 8：05 8：20
第 2 便 12：05 12：15 12：30 12：45

1月21日（日）第 1 便 7：40 7：50 8：05 8：20
第 2 便 12：05 12：15 12：30 12：45

　

１
月
20
日
と
21
日
、
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
会
場
に
な
る
萩
国
際
大

学
試
験
場
へ
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
等

で
の
受
験
生
の
乗
り
入
れ
お
よ
び
送

迎
は
、
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
等

に
支
障
を
来
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
全
面
禁
止
で
す
。
公
共
交
通
機

関
等
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
試
験
当
日
は
、
臨
時
路
線

バ
ス
（
防
長
交
通
）
を
下
表
の
と
お

り
運
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
国
際
大
学
学

務
課
（
２
４
・
４
０
１
７
）

な
た
も
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
話
し

手
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ま
た
、

話
し
手
に
向
い
て
い
る
人
の
情
報

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
し
て
い
る
方
（
自
薦
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
）

■
話
す
内
容　

体
験
、
趣
味
な
ど

得
意
な
分
野
で
自
分
の
話
し
た
い

こ
と
を
約
90
分

申
し
込
み

２
月
15
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

萩
国
際
大
学
試
験
場
を
ご
利
用
の
方
へ
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萩
・
椿
ま
つ
り　

　
　
　
　
　
　

萩
椿
小
町

　

今
年
も
椿
の
開
花
が
最
盛
期
を

迎
え
る
２
月
17
日
（
土
）
か
ら
３

月
21
日
（
水
・
祝
）
に
か
け
て
の

約
１
か
月
間
、「
萩
・
椿
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

に
「
萩
椿
小
町
」
と
し
て
、
か
す

り
の
着
物
に
椿
を
あ
し
ら
っ
た
前

掛
け
を
つ
け
て
、
会
場
案
内
、
写

真
撮
影
に
応
じ
る
な
ど
、
お
手
伝

い
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
間　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
・

祝
日

■
と
こ
ろ　

笠
山
椿
群
生
林

■
申
込
方
法　

２
月
２
日
ま
で

に
、
観
光
課
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
を
提
出

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

県
営
住
宅（
新
築
）入
居
者

■
住
宅
名　

中
津
江
団
地

■
住
所　

萩
市
大
字
椿
東
３
１
５

番
地

■
募
集
戸
数　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
18

戸
、
２
Ｄ
Ｋ
＝
16
戸

※
２
Ｄ
Ｋ
は
シ
ル
バ
ー
住
宅

■
入
居
用
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方
（
外
国
人
の

入
居
希
望
者
を
含
む
）

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
内
縁

関
係
に
あ
る
方
お
よ
び
婚
約
者
を

含
む
。）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

（
基
準
は
一
般
世
帯
20
万
円
以
下
、

高
齢
者
・
障
害
者
・
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

26
万
８
千
円
以
下
）

※
現
在
、
県
外
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
が
あ
る
方
も
、
①
〜
③
の
す

べ
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
場
合

は
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
住
宅
は
他
に
も
要
件

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
世

帯
等
だ
け
で
抽
選
を
行
う
「
優
先

枠
」
を
設
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
住
宅
供
給
公
社
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

１
月
20
日
〜
31
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給

公
社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
市

の
建
築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
を

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
へ
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
３
︲
８
５
３
２
山
口
市
後

河
原
１
５
０
番
地
１  

県
庁
分
庁

舎
１
階　

山
口
県
住
宅
供
給
公
社

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

萩
市
観
光
協
会
職
員

■
職
種

①
事
務
職

②
事
務
職
お
よ
び
観
光
案
内

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
受
験
資
格

①
昭
和
42
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
平
成
19
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
方
で
、
市
内
に
居
住
で
き

る
方

②
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま

た
は
平
成
19
年
３
月
に
卒
業
見
込

み
の
方
で
、
市
内
に
居
住
で
き
る

方■
試
験
（
①
②
共
通
）

と
き　

２
月
18
日
（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
観
光
協
会

内
容　

教
養
試
験
、
作
文
、
面
接

■
提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書
、

最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
証
明

書
、
最
終
学
校
成
績
証
明
書
（
専

門
学
校
は
最
終
学
校
に
含
ま
れ
ま

せ
ん
）

■
募
集
期
間　

１
月
15
日
〜
２
月

５
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
提
出
方
法　

萩
市
観
光
協
会
へ

郵
便
書
留
で
郵
送
（
封
書
に
「
職

員
採
用
試
験
提
出
書
類
在
中
」
と

朱
書
）
ま
た
は
持
参

■
採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月

１
日申

し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
６
１
萩
市
椿

３
５
３
７
︲
３　

社
団
法
人
萩
市

観
光
協
会
（
２
５
・
１
７
５
０
）

人
権
の
心
を
は
ぐ
く
む

市
民
の
集
い

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題

に
理
解
を
深
め
、
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
様
々
な
人
権
問
題
の

早
期
解
決
の
た
め
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

２
月
７
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
い
じ
め
・
子
ど
も
か

ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

■
講
師　

廣
岡
綾
子
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
北

浦
代
表
・
長
門
市
人
権
教
育
推
進

委
員
会
委
員
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
市
ほ
か

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
人
権
推
進
室
（
内
線
２
８

４
）

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　
　
「
乳
幼
児
セ
ミ
ナ
ー
」

　

家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て

様
々
な
視
点
か
ら
参
加
者
み
ん
な

で
考
え
て
い
く
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

今
回
は
、「
生
命
の
つ
な
が
り
」

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

■
と
き　

２
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
演
題　
「
生
命
の
つ
な
が
り
」

■
講
師　

沖
野
雅
代
（
助
産
師
）

■
対
象
者　

乳
幼
児
の
保
護
者

（
託
児
あ
り
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月
５
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ
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国
民
年
金
基
金
の

　
　
　
　
　

年
金
相
談
会

■
と
き　

１
月
30
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ
ビ
ー

■
内
容　

山
口
県
国
民
年
金
基
金

職
員
に
よ
る
年
金
制
度
の
説
明
、

老
後
の
備
え
の
た
め
の
国
民
年
金

基
金
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
、
質

問
受
付

■
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
（
60
歳
ま
で
の
国
民
年
金

加
入
中
の
方
）

■
主
催　

山
口
県
国
民
年
金
基
金

※
受
付
は
直
接
会
場
で
行
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ　

市
民
課　
　
（
２
５
・
３
２
３
９
）

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
無
料
電
話
相
談
会

■
と
き　

２
月
３
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
内
容　

消
費
者
金
融
・
信
販
会

社
・
銀
行
等
の
月
々
の
返
済
に
困

っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
債
務
整

理
手
続
の
紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
相
談
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
・
０
０
３
・
８
２
１

問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
（
０
８
３
５
・
２
７
・
５
７
１
７
）

萩
市
ス
キ
ー
競
技
大
会

■
と
き　

２
月
12
日
（
月
・
休
）

午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

広
島
県
芸
北
文
化
ラ

ン
ド
ス
キ
ー
場

■
種
目　

大
回
転
競
技
、
距
離
競

技■
種
別　

一
般
男
女（
男
子
は
Ａ
・

Ｂ
制
）、
高
校
生
男
女
、
中
学
生

男
女
、
小
学
生
男
女

■
参
加
料　
（
大
回
転
）
一
般
・

高
校
生
１
０
０
０
円
、
小
・
中
学

生
５
０
０
円

（
距
離
）
全
種
別
５
０
０
円　

※
い
ず
れ
も
保
険
料
込
み

※
大
会
実
施
の
可
否
は
２
月
８
日

正
午
に
決
定
。
参
加
者
は
で
き

る
だ
け
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
の
こ

と
。

■
主
催　

萩
市
ス
キ
ー
連
盟

■
申
込
方
法　

１
月
26
日
正
午
ま

で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
萩
光
塩

学
院　

中
村
へ
提
出

申
し
込
み

萩
光
塩
学
院

　
　
　
（
２
２
・
０
７
８
２
）
中
村

劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
　
　
「
王
子
と
こ
じ
き
」

■
と
き　

１
月
30
日
（
火
）
午
後

６
時
30
分
〜
（
開
場
６
時
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

全
席
指
定
４
２
０
０

円
（
３
歳
以
上
）

※
託
児
あ
り

■
主
催　
「
劇
団
四
季
」
萩
公
演

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
９
０
）

◆マイたうん萩（10分間）
　◦１月 18 日放送
　 「消費生活センターへ相談を」
　◦１月 25 日放送
　 「集落営農への取り組み」
問い合わせ　

　広報課（２５・３４７１）

萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

★毎週木曜放映

通行規制にご協力を

■工事期間　１月下旬〜３月中旬（予定）
■規制時間　午前８時 30 分〜午後５時
■規制内容　車両通行止め　　　　　　　
　　　　　　 （歩行者、自転車は通行可）
問い合わせ　

       　 下水道建設課（２５・４６５１）

●下水道工事（川島地区）

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

　

毎
年
、
萩
に
残
っ
て
い
る
古

い
お
雛
さ
ま
を
観
光
施
設
に
展
示

し
、
多
く
の
観
光
客
や
市
民
の
方

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
寄
贈
い
た
だ
け
る
雛

を
お
持
ち
の
方
は
、
観
光
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

２
月
３
日
（
土
）
〜
４

月
３
日
（
火
）

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅
、

旧
湯
川
家
屋
敷
、
梅
屋
七
兵
衛
旧

宅
、
旧
田
中
別
邸
、
青
木
周
弼
旧

宅
、
伊
藤
博
文
別
邸
、
田
町
商
店

街
、
萩
博
物
館
（
計
８
か
所
）

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

実
行
委
員
会

○
お
雛
さ
ま
の
飾
り
付
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集

　

お
雛
さ
ま
の
飾
り
付
け
を
お
手

伝
い
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

萩
観
光
シ
ー
ズ
ン
開
き

■
と
き　

２
月
４
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

指
月
公
園
志し

づ

き
都
岐
山

神
社

■
内
容　

今
年
の
観
光
振
興
祈

願
、郷
土
芸
能「
男
な
ら
」の
奉
納
、

抹
茶
・
し
ょ
う
が
湯
の
無
料
接
待

主
催
・
問
い
合
わ
せ

（
社
）
萩
市
観
光
協
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
１
７
５
０
）
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対象校 開設場所 募集定員
明倫小学校 明倫小学校 70 人
椿東小学校 椿東小学校 50 人
椿西小学校 椿西小学校 40 人
白水小学校 玉江３区公会堂 15 人
越ヶ浜小学校 越ヶ浜小学校 15 人
大井小学校 大井小学校 10 人
三見小学校 三見小学校 10 人
川上小学校 旧川上公民館 20 人
多磨小学校 田万川コミュニティセンター 20 人
小川小学校 小川コミュニティセンター 20 人
むつみ小学校 むつみ福祉の里ふれあいセンター 20 人
育英小学校 育英小学校 30 人
弥富小学校 弥富小学校 30 人
明木小学校 旭老人憩いの家 20 人
佐々並小学校 旭保健センター 20 人
福川小学校 旧福川診療所 15 人
紫福小学校 紫福小学校 15 人
萩養護学校 萩養護学校 5 人

※

○
対
象
児
童

  

表
中
の
対
象
校
に
通
学
し
、
両

親
が
共
働
き
な
ど
で
放
課
後
に
児

童
を
保
育
で
き
る
方
が
い
な
い
家

庭
の
原
則
と
し
て
小
学
校
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童

○
開
設
時
間

・
月
〜
金
曜
日
＝
放
課
後
〜
午
後

６
時

・
土
曜
日
お
よ
び
長
期
休
業
中
＝

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年

始
は
休
み
で
す
。

※
萩
養
護
学
校
は
、
対
象
児
童
が

小
学
校
６
年
生
ま
で
、
開
設
時

間
は
月
〜
金
曜
日
は
午
後
５
時
ま

で
、
土
曜
日
お
よ
び
長
期
休
業
中

は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
と

な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

  

各
小
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
総
合
事

務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
雇

用
（
見
込
）
証
明
書
ま
た
は
就
労

状
況
申
立
書
（
自
営
業
の
場
合
）

を
添
付
の
う
え
、
提
出

※
継
続
し
て
入
会
を
希
望
さ
れ

児童クラブ（学童保育）は、仕事などで放課後に保育で
きる方が誰もいない家庭の児童に、適切な遊びや生活の
場を提供し、児童の健全育成を目指しているものです。
市内 18 か所に開設しています。

平成19年度

る
方
も
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で

す
。

○
申
込
期
限  

２
月
２
日

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の

時
点
で
定
員
を
超
え
て
い
る
場
合

は
４
月
か
ら
の
入
会
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。申

し
込
み

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３

６
）
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
健
康

福
祉
課

◎
児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
、
父
の
死
亡
等

に
よ
り
父
が
い
な
い
家
庭
、
父

が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

家
庭
等
で
、
18
歳
ま
で
の
児
童

（
障
害
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て

は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い

る
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、公
的
年
金
を
受
け
て

い
る
方
や
児
童
が
年
金
の
加
算

対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
ま

た
、一
定
額
以
上
の
所
得
の
あ
る

方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
18
歳
ま
で
の
児
童
と
は
、
18

歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
児
童
の

こ
と
で
す
。

●
支
給
額

①
扶
養
児
童
１
人
＝
月
額

４
万
１
７
２
０
円
〜
９
８
５
０

円
（
収
入
に
応
じ
て
額
が
異
な

り
ま
す
）

②
扶
養
児
童
２
人
＝
①
の
金
額

に
月
額
５
０
０
０
円
を
加
算

③
扶
養
児
童
３
人
以
上
＝
①
、

②
の
金
額
に
、
３
人
目
以
降
１

人
あ
た
り
月
額
３
０
０
０
円
を

加
算申

し
込
み 

子
育
て
支
援
課（
２
５
・
３
５
３

６
）
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
健

康
福
祉
課

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が

あ
り
日
常
生
活
に
お
い
て
著
し

い
制
限
を
受
け
て
い
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額

１
級
＝
月
額
５
万
７
５
０
円

２
級
＝
月
額
３
万
３
８
０
０
円

申
し
込
み　

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

＊
い
ず
れ
も
申
請
時
に
は
添
付

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご存じ
ですか？

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当 

「児童クラブ」
入会児童募集 
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市役所臨時職員 前期募集
職　種 資 格 等※１ 勤 務 場 所 勤 務 時 間 等 賃金（予定）※４

一般事務補助員 なし※２ 本庁および各施設 午前8時30分〜午後5時15分
（勤務地により多少異なる） 日額 5,700 円

保育士 保育士証所有者

市内各公立保育園

午前8時30分〜午後5時15分
（時差出勤、隔週土曜日勤務あり） 日額 7,000 円

保育園給食調理員 なし
平日：午前8時30分〜午後4時15分
土曜：午前8時30分〜午後12時30分

（勤務地により多少異なる）
時給 788 円

児童クラブ指導員

各種教諭免許、幼稚園教諭
免許、保育士証、社会福祉
主事資格のいずれかを所
有する方、もしくは社会教
育団体の指導者または児
童クラブ指導員として相
当の経験を有する方

市内各開設児童クラ
ブ

（むつみ地域を除く）

児童クラブ開設時間（目安として、平
日：午後 2 時〜 6 時、土曜・長期休業中：
午前 8 時〜午後 6 時のうち交代制）
※週30時間未満勤務

時給 800 円

レセプト点検員 医療事務資格所有者 本庁福祉課 午前8時30分〜午後5時15分 日額 7,000 円

寮　母 なし　 救護所 午前8時30分〜午後5時15分
（宿日直、土日・祝日勤務あり） 日額 5,700 円

学校指導助手 各種教諭免許所有者
市内各小・中学校

午前8時〜午後5時15分のうち8時間勤務
（年間160日以内勤務） 日額 5,700 円

学校給食調理員 なし　 午前8時〜午後5時15分のうち8時間勤務 日額 5,700 円

保健指導員
養護教諭、看護師資格、
保健師資格のいずれかを
所有する方

鈴野川小学校
（須佐地域） 午前8時〜午後4時45分 日額 7,100 円

看護師 看護師資格所有者
萩市民病院ほか 午前8時30分〜午後5時15分

（萩市民病院は交代制勤務あり※３）

日額 7,100 円〜
　　10,200 円

准看護師 准看護師資格所有者 日額 7,100 円〜
　　　8,300 円

図書館司書 司書資格所有者 萩図書館
午前9時〜午後5時45分、午前10時30
分〜午後7時15分の交代制勤務

（土日勤務あり）

日額 5,700 円〜
　　　6,500 円

子ども図書館保育士 保育士証所有者 萩図書館
（わくわく子ども図書館）

午前9時〜午後6時30分のうち4時間の
交代制勤務（土日勤務あり） 時給 713 円

訪問介護員
介護福祉士またはホーム
ヘルパー資格 1 〜 3 級を
所有し、普通運転免許を
所有する方

国民健康保険高齢者
保健福祉支援センタ
ーやまびこ

（須佐地域）

日勤、夜勤、深夜の交代制勤務
（目安としてそれぞれ8時間程度） 時給 938 円

通所介護員
訪問介護員資格 2 級以上
を所有し、普通運転免許
を所有する方

午前8時30分〜午後5時15分 日額 7,100 円

調理員 普通運転免許所有者 午前6時〜午後6時のうち8時間 日額 6,500 円

給食サービス配食員 普通運転免許所有者
（ＡＴ限定不可）

昼食、夕食配食時
（目安として、午前 8 時 30 分〜午後 7
時までのうち4時間程度の交代制勤務）

時給 843 円

介護施設清掃員 なし 午後1時〜5時 時給 713 円

診療報酬事務員 なし 国民健康保険弥富診療
センター（須佐地域） 午前8時30分〜午後5時15分 日額 6,700 円

■
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

20
年
３
月
31
日
の
必
要
な
期
間

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
（
職
種

に
よ
っ
て
面
接
あ
り
）

■
注
意
事
項

○
資
格
等

※
１ 

平
成
19
年
３
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
も
含
み
ま
す
。

※
２ 

一
般
事
務
補
助
員
を
希
望

の
方
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き
る

方
は
、そ
の
程
度
を
記
載
の
こ
と
。

○
勤
務
時
間
等　

※
３ 

萩
市
民
病
院
勤
務
は
、
日

勤
の
ほ
か
交
代
制
勤
務
あ
り
。
希

望
す
る
時
間
帯
を
明
記
の
こ
と
。

○
賃
金　

※
４ 

予
定
単
価
の
た
め
、
変
更

の
可
能
性
あ
り
。

※
通
勤
距
離
が
片
道
５
㎞
以
上
の

方
は
、
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
相

当
分
を
加
算
。

■
応
募
方
法　

　

２
月
２
日
ま
で
に
、
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
希
望
す
る

職
種
を
記
入
の
う
え
、
資
格
・
免

許
の
写
し
を
添
付
し
、
総
務
課
人

事
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
郵
送

の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５
萩
市
総
務

課
（
２
５
・
１
２
３
９
）

平成19年度採用の臨時職員を次のとおり募集します
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※12月16日～12月25日受付分

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

d
o

len
ce

■人の動き（平成18年12月末日）
　人口／58,502人（前月比－58）　男／26,960人（前月比－12）　
　女／31,542人（前月比－46）　世帯数／24,663世帯（前月比－20）
　出生／28人　死亡／68人（12月分）

新成人の夢を運ぶ
紙風船！

表紙

　成人式の式典後に企画された「はたちの夢風
船」で、新成人が思い思いの夢を書いた紙風船
が、新春の大空に飛ばされました。これは各地
域から集まった青年団体の皆さんが新成人を激
励しようと行ったもの。この紙風船の中には、
卒業した保育園・幼稚園や母校の先生、後輩か
ら新成人を励ますメッセージを寄せ書きしたも
のもあり、次代を担う新成人の活躍を期待する
みんなの願いが込められています。

　瀬戸内のカレイがマコガレイ・イシガレイであ
るのに対して、萩産のカレイは、やや深場に生息
するキツネカレイとミズガレイの２種が中心。
　冬場の魚の中で超お勧めがキツネカレイ、産卵
を控えた子持ちのものが、安価で出回ります。身
厚の子持ちカレイの煮付けはこたえられない旨さ
です。子持ちカレイは、切り身にされたパック入
りの輸入品も数多く出回っていますが、例外なく
解凍物なので、食べてみると何か身がぐずぐずし
た感じで、張りがありません。やはり旬の時期の
地物が、鮮度・味とも一番です。
　一方、ミズガレイは名前の通り水分が多いため、
一夜干しに加工されることがほとんど。上品な味
は、カレイの干物では最上級。

絶品、子持ちカレイの煮付け

きつねかれい（ソウハチ ）

△成人式・萩会場
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